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ハイライトよねやま ⑲ 

（財）ロータリー米山記念奨学会 

２００１年１０月２９日発行 

１．２００１年度、寄付状況報告 

2001-2002 年度がスタートし、３ヵ月が過ぎました。９月末寄付金累計は、普通寄付

233,254,900 円（前年度比 2.12%増）、特別寄付 181,337,467 円（前年度比 4.63%減）合計

が 414,592,367 円（前年度比 0.94％減）でした。 

普通寄付は、年額一括で納めるクラブが多かったため前年度を上回っていますが、特別寄

付は昨年を下回り厳しい状況です。しかし、明るい話題としては 2760 地区で現在米山奨学

生のカウンセラーをされている方から１千万円の大口寄付がありました。 

また、2001 年 8 月に理事会・評議員会で承認された「クラブ創立記念特別寄付」は反響

が大きく、2000 年度表彰されたクラブへの感謝状贈呈が地区大会やガバナー公式訪問等の

行事でとり行われております。今年度も９月末で６クラブからのご寄付がありました。中

でも 2760 地区新城ロータリー・クラブからは、35 周年記念として 100 万円のご寄付があ

りました。 

なお、功労者の表彰は、昨年７月から魅力ある表彰制度として表彰品が変わっておりま

す。 

30 万円で功労者は終わりではなく、２回目以降もご寄付は続くことを広くＰＲをして頂き

ますようお願い申し上げます。（羽白） 

 

２．元米山奨学生が台北駐大阪経済文化弁事処処長に    

元米山奨学生 羅 坤 燦氏が、「台北駐大阪経済文化弁事処」の処長に就任しました。国

交がない台湾にとって、いわば関西での総領事にあたります。羅氏は、明治大学大学院で

法学を学んでいた 1979 年から１年間、米山奨学生となりました。1981 年に台湾の外交部

（外務省）へ就職。東京の台北駐日経済文化代表処顧問などを歴任後、昨年 10 月から現職

に就いています。１月 28日付け産経新聞のインタビューでは、「台湾の産業を支える上で、

ＩＴ分野は重要だ。日本企業と合弁し、研究開発の協力態勢を築ければと考えている」と

意欲を語っています。 

羅 坤 燦（らこんさん）氏：奨学期間は 1979 年４月～1980 年３月、明治大学大学院修

士課程修了。世話クラブは東京港南ＲＣ。 
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